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はじめに

その最前線にあるのがカスタマーデータプラット
フォーム（CDP）であり、企業が顧客を理解し
エンゲージメントを図る方法に影響を与えていま
す。リアルタイムのデータやインサイトに対する
需要の急増や、プライバシーのコンプライアンス
確保における極めて重要な役割などから、CDP
が欠かせないものとなっています。

C D P最新動向レポート第5版では、世界中の
B2B／B2C／B2B2C業界における1,200人以上の
プロフェッショナルを対象として調査を実施しま
した。また、CDPを導入済みか未導入かに基づ
いて、回答者をさらに分析しました。

CDP導入企業は、継続的な投資価値を強調し、	
90%が満足しています。これは、CDPがビジネ
ス戦略においてますます重要性になっているこ
とを示しています。また、ファーストパーティ
データ戦略に対応するために投資を拡大してお
り、2023年にはCDP導入企業の65%がこの分野
における支出を増やしています。 

さらに、CDP導入企業は、CDP未導入企業と比
較すると、顧客体験の関連性を高める能力におい
て高い満足度を維持しています。

2023年は、市場原理、規制やコンプライアン
ス関連法、AIの成長などさまざまな変化が企業
に影響を与える年でした。CDP導入企業の87%
が、CDPは市場原理の変化に備え将来を見据え
るために欠かせないものと捉えており、CDPが
プライバシー規制に対応する能力に自信を持って
います。また、企業は、AI／機械学習（ML）プ
ロジェクトに利用できる適切なデータをCDPか
ら得られることを期待しており、91%がCDPはそ
うした今後の取り組みにおいて極めて重要になる
と回答しています。 

CDP最新動向を考察し、革新的な企業が、デー
タサイロの解消、顧客体験の強化、業務の効率化
を図るために、どのようにCDPを導入し活用し
ているかを見ていきましょう。

CDP最新動向レポート2024年版

2024年になり、企業は依然としてビジネスに影響を及ぼ
すさまざまな課題や市場原理に直面しています。具体的に
は、データの断片化、プライバシーに関する懸念事項、パ
ーソナライズされた顧客体験を提供する必要性、ビジネス
モデルの効率向上、AIの台頭とAIがもたらす機会などで
す。データが意思決定に不可欠なものとなった今、企業は
多種多様なデータソースを管理する複雑さに対応し、一元
化されたカスタマービューの構築に努めています。
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調査ハイライト

はじめに

90%のCDP導入企業が、投資に満足してい
ます。

企 業 が 投 資を拡大しているのは、ファー
ストパーティデータ戦略に対応するためであ
り、2023年にはCDP導入企業の65%がこの分野
における支出を増やしていました。

84%のCDP導入企業が、CDPは、分析、意
思決定、実施のためのリアルタイムのデータ活用
を可能にしていると回答しています。

80%のCDP導入企業が、ビジネス目標を達
成するためにリアルタイムのデータが極めて重要
であると回答しています。この割合は、CDPの
使用年数が長いほど高くなっています。

79%のCDP導入企業が、導入後12カ月以内
に価値を見いだし、ROIを実感しています。この
割合は、2022年の74%から増加しています。

89%のCDP導入企業が、過去12カ月におけ
るビジネス目標の達成に高い満足度を示していま
す。これは、CDP未導入企業（60%）と比べて
非常に高い割合となっています。

90%のCDP導入企業が、「信頼性の高い顧
客体験を提供するためにCDPが極めて重要であ
る」と回答しています。

87%のCDP導入企業が、CDPはビジネスの
将来を見据えるための主な方法の一つであると考
えています。

CDP導入企業（80%）は、CDP未導入企
業（51%）よりも、AIテクノロジーによって得ら
れるビジネス価値を実感しています。

91%のCDP導入企業が、AI／MLプロジェク
トに利用できる適切なデータを得る上でCDPが
極めて重要であると考えています。

CDP最新動向レポート2024年版

調査結果では、CDP導入企業が導入に非常に満足している
ことが示されています。また、導入後12カ月以内に高水準
の投資対効果（ROI）を達成しています。

さらに、CDP導入企業は、CDPはリアルタイムの顧客体験
を提供する上で重要であり、AI／MLプロジェクトに利用で
きる適切なデータを得る上で極めて重要であると回答して
います。
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はじめに
CDP最新動向レポート2024年版

本レポートのオーディエ
ンスセグメントの内訳
本レポートでは、CDP導入企業と未導入企業について、主
な分野における違いを把握するために調査を行いました。

CDPを利用している回答者に対しては、CDPの
使用年数（習熟度）を尋ねました。また、全回答
者を4つのカテゴリーに分類しました。

	 現在CDPを導入中、またはCDPの使用年数
が1年未満

 CDPの使用年数が1～3年

 CDPの使用年数が4年以上

本レポートのグラフでは、これら4つのカテゴリ
ーに以下の凡例を用いています。

 CDP未導入企業

 0～1年

 1～3年

 4年以上
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62%

CDPの責任とデータの利
用は依然としてIT部門が
主導
組織の規模、構成、具体的なニーズに応じて、CDPの管理
に複数の部門が関与している場合があります。CDPを導入
して効果的に使用するためには、それらの部門の連携が不
可欠です。CDPの主要な責任は引き続きIT部門が担ってお
り、回答者の62%が、IT部門がCDPの取り組みを主導して
いると回答しています。この割合は、2022年の57%から増
加しています。

CDPのデータを活用することで、社内の複数の部門がメリ
ットを得られます。CDPのデータがもたらす価値を最大化
するためには、それらの部門の連携が必須です。CDPは、
顧客情報の収集において中心的な役割を果たすとともに、
部門間の協力を促し、企業がよりパーソナライズされた効
率的な顧客体験を提供する上で役立ちます。

第1章
CDPの選定、導入、利用

CDPの責任を担う主要部門 

CDPのデータを利用する部門 

マーケティング

12%

67%

39%

37%

35%

33%

27%

25%

22%

57%

20%
25%

IT データ／アナリティクス

IT

マーケティング

カスタマーサクセス／サポート

データサイエンス

セールス

アナリティクス／ビジネスインテリジェンス

プロダクト

2022年
2023年



© 2024 Tealium Inc. All rights reserved. 7

01
CDPの選定、導入、利用

CDPチームの規模は引き
続き拡大 

CDPを管理するチームの規模は、組織の複雑さ、事業の規模、	
CDPの導入における具体的な目標や要件といった要素によって
大きく異なります。 

また、CDPの習熟度が増すほどチームの規模も大きくなり、	
導入から4年後には、CDPを導入したばかりの企業の2倍以上の
規模に拡大しています。

CDPを管理するチームの平均的な規模

0〜1 1〜3 4以上

2022年
2023年

CDPチームメンバーが20人以上の企業

17%

21人以上

6〜10人

11〜20人

3〜5人

1〜2人

17%

36%

22%
21%

24%
30%

36%
34%

17%
13%

2%
1%

チームの規模は拡大し続けており、企業の
51%がCDPチームを10人以上で構成してい
ます。この割合は、昨年の46%から増加し
ています。 
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01
CDPの選定、導入、利用

習熟度によって異なるCDPの
選定基準
企業がCDPを選ぶ際には、ニーズに適しているか、カスタマーエンゲ
ージメントやビジネス成果をどのように向上させるかといった、さま
ざまな基準や特長を考慮しています。

自社に適したCDPを選ぶ上で最も重要な要素は、「使いやすさ」、	
「カスタマーサービスとサポート」、「リアルタイムでのデータ収集
と有効化のニーズを満たす能力」でした。

CDPベンダーの選定基準

長年にわたる導入実績

グローバルな拠点とチームメンバー

使いやすさ

カスタマーサービスとサポート

豊富な統合機能

定評のある企業との提携

リアルタイムでのデータ収集と有効化のニーズを満たす能力

プライバシーとセキュリティに関する最新の規制要件の遵守

シングルカスタマービュー

信頼性

28% 42% 53%

31%35%

62% 62%

47% 58%

41% 33%

28% 35%

51% 54%

46% 53%

18% 22%

36% 41%

20%

49%

48%

34%

28%

32%

29%

13%

19% 1～3年
0～1年

4年以上
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01
CDPの選定、導入、利用

最も価値のあるCDPの機能とユースケース
企業がCDPを選定・導入する理由に続いて、企業の成功
と価値を推進する具体的な機能についての調査結果に注
目してみましょう。全般的に、企業はCDPの使用年数が
長いほど、より多くの機能を活用し、さらなる効果を得
ています。

CDPは、顧客中心の戦略の強化、業務効率の向上、組織
全体にわたる優れたカスタマーリレーションシップの推
進において極めて重要な役割を果たしています。それら
は、この調査で明らかになったユースケースの上位に反
映されています。

企業は、具体的なユースケースでCDPを活用しており、
顧客への最初の接触から、獲得、拡大、維持に至るま
で、顧客に焦点を合わせながら、プライバシーと規制遵
守を通じて信頼を築いています。

明らかになった上位のCDPユースケース

顧客維持

顧客獲得

プライバシーと規制遵守

規模に応じたパーソナライゼーション

ロイヤルティキャンペーン

1

2

3

4

5



© 2024 Tealium Inc. All rights reserved. 10

データのガバナンス 他のテクノロジー
への幅広い統合

複数のチャネルと
データソースに

またがるIDの照合

社内プロセスと
リソースの効率化

マーケティングと
広告費の最適化

テクノロジーへの
投資を通じた能力と

パフォーマンスの向上

リアルタイムでの
データ収集と有効化に
より、顧客ニーズへの

対応を強化

顧客データの
プライバシー保護と
セキュリティ規制の

遵守

単一のプラットフォー
ムを通じてパーソナラ
イズされたカスタマー
ジャーニーで顧客を特
定し、ターゲティング

を実施

最も価値のあるCDP機能

01
CDPの選定、導入、利用

8% 16% 21% 35% 43% 38% 51% 37%33%

27%

38%

50%

45%

62%

54%

46%
36%

45%

53%

51%

66%

53%

56%

34%

27%

10%

23%

1～3年
0～1年

4年以上
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01
CDPの選定、導入、利用

企業は主要な目標の達成で
CDPに満足

企業は全般的に、主要な目標を達成するCDPの能力を実感して
おり、今年の回答者の80%以上が13の目標（次ページのグラフ
を参照）のすべてで満足しています。さらに、すべての目標にお
いて昨年よりも満足度が向上しています。

CDP導入企業は、主要な目標の達成を通
じて、前年よりも価値が高まっているこ
とを実感しています。
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利用している
他のテクノロジー

への統合

顧客との信頼関係
の構築

ROIの向上 顧客ロイヤルティ
とライフタイム 
バリューの向上

予算と支出の 
最適化

貴重な
顧客インサイト

カスタマー 
ジャーニーを 

通じた成長促進

リアルタイムでの
データ収集と 

有効化

プライバシー規制
の遵守

同意の遵守 規模に応じた
パーソナライ

ゼーション

IDの照合 適切な
オーディエンスの

ターゲティング

CDPの目標達成能力に満足している／非常に満足している

01
CDPの選定、導入、利用

該
当
な
し

84%

76%
80% 81%

85%

79%
83%

76%
81% 80%

84%
80%

83% 83% 81%
86%

77%
80%

77%

83%

75%

82% 80%

88%

2022年
2023年

該
当
な
し
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企業は、ファーストパーティ
データ戦略に対応するために
投資を拡大しており、2023年
にはCDP導入企業の65%がこ
の分野における支出を増やし
ていました。

13

CDP導入企業はより多く
のデータを活用し、投資
を増加
企業は、各種のデータソースを利用し、さまざまなタッチ
ポイントにおける顧客のインタラクションや行動の包括的
なビューを収集しています。多様なデータソースを活用す
ることで、一元化された包括的な顧客プロファイルを作成
でき、パーソナライズとターゲティングを向上させたマー
ケティングの取り組みが可能になります。

調査対象となった企業の27%が、10以上のデータソースを
活用しています。この割合は、CDPの使用経験が最も豊富
な企業では34%に上昇します。

CDPの使用経験が長い企業ほど、この分野における支出が
減少する傾向が低くなります（CDPを導入したばかりの企
業では29%であるのに対し、使用経験が4年以上の企業で
は10%）。

第2章
データソース、活用、投資

10以上のデータソースを使用している企業

ファーストパーティデータ戦略に対応するための投資

変わっていない

平均 0〜1 4以上

支出が減少した 支出が増加した

11%
15%

20%

29%

27% 26% 34%

18%

10%

60%

67%
70%

1～3年
0～1年

4年以上
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02

上位のデータソースと活用の満足度

CDPで使用しているデータソースとして上位に挙げら
れているものは、企業の特定のニーズや目標によって
異なります。しかしながら、いくつかの不可欠なデー
タソースが、業種や企業規模を問わず突出しています。

ファーストパーティデータは、引き続きCDP導入企業
によって最も使用されているデータソースとなってい
ます。使用が増えているデータソースは、IDデータ、
顧客サービスデータ、トランザクション（取引）デー
タです。

顧客体験を向上させるには、適切なデータが不可欠で
す。そのため、CDPのような適切なテクノロジーを使
って洞察を得たり、適切な対策を講じたりすることが
非常に重要です。CDP導入企業では、「顧客デ
ータを活用して関連性のある顧客体験を創出
する」能力の満足度が高く（2022年の86%か
ら91%に増加）、その割合はCDP未導入企業
（64%）よりも高くなっています。

データソース、活用、投資

現在使用されているデータソースのトップ5

ファーストパーティデータ

IDデータ

顧客サービスデータ

トランザクション（取引）データ

サードパーティデータ

1

2

3

4

5
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02
データソース、活用、投資

CDP導入企業は関連性のある顧客体験の創出に自信を持っている

64%

91%

86%

CDP未導入企業 CDP導入企業 昨年のCDP導入企業
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02

リアルタイムのデータは
ビジネス目標を達成する
ために極めて重要

企業は、ダイナミックなパーソナライゼーションの実現、チャネルを
またいだ一貫性の維持、キャンペーンの最適化、コンプライアンスの
確保において、リアルタイムのデータが有用であると実感していま
す。リアルタイムのデータによって、企業は、カスタマージャーニー
のオーケストレーション、イベントに基づいた顧客とのエンゲージメ
ント、オーディエンスを包括的に理解するための一元化された顧客プ
ロファイルの作成が可能になります。

調査の回答者は、リアルタイムのデータの重要性を示してお
り、CDP導入企業の80%が、ビジネス目標を達成するため
にリアルタイムのデータが極めて重要であると回答してい
ます。この割合は、CDPの使用経験が最も豊富な企業では88%に上
昇します。

さらに、それらの企業の84%が、CDPは、分析、意思決定、実施のた
めのリアルタイムのデータの活用を可能にしていると回答しています。

データソース、活用、投資

0〜1 1〜3 4以上

 CDPはリアルタイムのデータの活用を可能にしている

CDP導入企業はビジネス目標を達成するために
リアルタイムのデータが極めて重要であると回答している

79%
89%

75%

82%

88%

83%

84% 
全体平均

80%  
average overall

1～3年
0～1年

4年以上
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企業がCDPの成功度を
評価する方法
CDPの成功度を評価するには、主要なビジネス目標、顧客
体験、全体的な業務効率に対する影響を評価する必要があ
ります。企業は、CDPを導入する前に明確な目標を定め、
それらの指標を定期的に評価し、CDPの成功度を測ること
が重要です。

自社のCDPの成功度とROIを評価する方法における指標を
1つ選ぶよう尋ねたところ、回答者は、まず「データ品質」
（34%）を、次に「顧客体験」（25%）を挙げ、昨年と同
じ傾向が見られました。

第3章
CDPの成功指標と満足度

CDPの成功度とROIを示す指標

CDPの成功度／ROIは現在評価していない

データのプライバシーとコンプライアンス：データ管理の安全性が向上

収益：顧客当たりの収益が増加

運用コスト削減：時間とコストの削減

顧客体験：顧客の苦情の減少とネットプロモータースコア（NPS）の上昇

データ品質：顧客データセットの拡大とデータ品質の向上

2%

10%

9%

17%

14%

16%

17%

25%

25%

30%

34%

1%

2022年
2023年
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03

CDP導入企業は短期間で
価値とROIを実感
どのようなテクノロジーでも、導入する際の一番の懸念事項や疑問点
として、価値とROIを実感するまでの期間が挙げられます。

全般的に、CDPでは短期間で価値とROIを実感できることが示されて
います。CDP導入企業のほぼ半数（48%）が、ROIを6カ
月以内に実感したと回答しています。また、回答者の79%が
ROIを12カ月以内に実感し、91%が18カ月以内に目標を達成したと回
答しています。いずれも、2022年のベンチマークデータよりも短期間
となっています。

ROIを実感するまで18カ月以上かかったと回答した企業は、わずか8%
でした。

CDPの成功指標と満足度

18カ月以内 12カ月以内 6カ月以内

CDP導入からROIを実感するまでの期間

89%
91%

74%

79%

42%

48%

2022年
2023年
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CDPが目標達成と将来を見据えたビジネスを実現
2023年も、厳しい経済情勢の中で困難な状況が続き
ました。回答者は、企業がビジネス目標の達成を目
指し、組織がレジリエンスと適応能力を維持する上
で、CDPが不可欠なソリューションであることを示
しています。CDPは、データドリブンなインサイト
を通じたマーケティング戦略の最適化から、ロイヤ
ルティの向上を狙いとした顧客体験の強化に至るま
で、困難な時期でもビジネスを成功に導く上で極め
て重要な役割を担っています。

CDP導入企業は、過去12カ月におけるビジ
ネス目標の達成に高い満足度（89%）を示
しており、CDP未導入企業（60%）に比べ
て非常に高い割合となっています。この割合
は2022年から上昇しており、2022年にはCDP導入
企業の84%がビジネス目標の達成に満足していると
回答していました。

また、CDP導入企業の87%が、「ビジネスの将来を
見据え、今後の課題に備えてレジリエンスと適応能
力を向上させる上で、CDPが役立っている」と回答
しています。リアルタイムのインサイトを活用し、
パーソナライズされた顧客体験を提供する能力によ
って、企業は変化し続ける状況を乗り越え、今後の
動向を予測することができます。

03
CDPの成功指標と満足度

85%

94%

90%

60%

82%

90%

88%

ビジネス目標全体の達成における満足度

CDPがビジネスの将来を見据えるための
主な方法の一つであると思う

89%
全体平均

87%
全体平均

1～3年
0～1年

4年以上
CDP未導入企業

1～3年
0～1年

4年以上
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CDPによる信頼性の高い
顧客体験の提供
CDPは、複数のソースからのデータの一元化、正確な最新の顧
客プロファイルの作成、関連性のあるパーソナライズされた体験
の提供によって、信頼性の高い顧客体験を提供する上で重要な役
割を担っています。また、プライバシーを損なうことなく、好み
の管理やパーソナライズされた体験の提供によって顧客に働き掛
け、顧客中心のアプローチを実現することで、あらゆるインタラ
クションにおいて信頼を育みます。

03
CDPの成功指標と満足度

信頼性の高い顧客体験を提供するためにCDPが極めて重要である

4以上

0〜1

1〜3

92%

96%

88%

89%

82%

85%

2022年
2023年

CDP導入企業の90%が、「信頼性の高い顧
客体験を提供するためにCDPが極めて重要
である」と回答しています。この割合は、
昨年の87%から増加しています。
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95%

03

CDP導入企業は
投資に非常に満足
CDP導入企業は、CDPがビジネスにもたらしている革新的な影響に
対して非常に高い満足度を示しています。CDPの導入は極めて重大な
決断であり、企業はデータを顧客エンゲージメントの能力と組み合わ
せて管理する価値を認識しています。CDP導入企業の90%は、
投資に「満足している」または「非常に満足している」と
回答しています。

企業がCDPの進化し続ける機能を活用し続ける中、全体的な満足度と
ポジティブな成果が顕著に向上しています。CDPの使用経験が最も豊
富な企業では、「非常に満足している」と回答した割合が、CDPを導
入したばかりの企業の2倍となっています。

CDPの成功指標と満足度

0〜1 1〜3 4以上

CDPへの投資に非常に満足している

CDPへの投資に対する全体的な満足度

26%

43%

57%

86%

90%

90% 
全体平均

1～3年
0～1年

4年以上
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企業はCDPを活用して
グローバルなプライバシー
規制とコンプライアンスに
対処
グローバルなプライバシー規制の遵守を通じて、企業がデ
ータを取り扱い、優先順位を設定する方法が変化していま
す。課題が突きつけられている一方で、責任あるデータ慣
行、倫理的な行動、顧客のプライバシー保護へのコミット
メントによって企業が差別化を図る機会ももたらされてい
ます。

企業は、CDPを活用することで、現行の規制を
遵守し、将来の変化に備えています。

CDP導入企業の91%は、現行のプライバシー規制を遵守する	
上でCDPが役立つことに自信を持っています。この割合は、	
2022年の平均の87%から上昇しています。また、CDP導入
企業では、新しいプライバシー規制に適応する準備ができ
ていると考えている企業が増えています（平均で91%）。	
この割合は、CDP未導入企業では、2022年の平均の67%から	
57%に低下しています。

第4章
変化と市場原理への適応

新しいプライバシー規制に適応する準備ができている

現行のプライバシー規制の遵守に対応するCDPの能力に自信がある

0〜1 1〜3 4以上 CDP未導入企業

0〜1 1〜3 4以上

2022年
2023年

2022年
2023年

80%

83% 86% 90%
95% 93% 94%

67%
57%

87% 91% 95% 95% 93%
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サードパーティCookieの
廃止に対する企業の準備
GoogleのChrome、MozillaのFirefox、AppleのSafariなどの	
主要なWebブラウザは、ユーザーのブラウザでWebサイ
トに保存されているデータであるサードパーティCookieの
段階的な廃止または消去を進めています。企業は、サード
パーティCookieの廃止の影響を軽減するために、ファース
トパーティデータ戦略、コンテキスト広告、プライバシー
を重視した識別子といった代替ソリューションを模索して
います。デジタル環境が進化する中、それらの変化に積極
的に適応している企業は、ユーザーのプライバシーを尊重
しながら、効果的なマーケティングやパーソナライゼーシ
ョンを維持する上で優位な立場を確保できるでしょう。

企業は、CDPを活用してサードパーティCookieの廃止に
備えています。CDP導入企業の85%が、「ある程度準備が
できている」または「かなり準備ができている」と回答し
ています。この割合は、CDP未導入企業では62%に低下し
ます。

04
変化と市場原理への適応

かなり
準備不足である

やや
準備不足である

どちらともいえないある程度
準備ができている

かなり
準備ができている

CDP導入企業の平均 CDP未導入企業の平均

新しいプライバシー規制に適応する準備ができている

CDP未導入企業
CDP導入企業

CDP導入企業はサードパーティCookieの廃止への準備ができている

6%

1%

11%

3%

21%

12%

30%

43%

32%

42%

85% 62%
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CDP導入企業の87%が何らかの能力
を備えたAIテクノロジーをすでに導入
しており、その割合はCDP未導入企
業（70%）よりも高くなっています。

24

04

AI導入の増加と優先順位の設定
企業は、ビジネス目標との整合性、データ品質に	
基づく優先順位の設定、顧客体験の考慮、業務効率
の重視、倫理的慣行の遵守、業界特有の課題と競争
力学への対処によって、戦略的にAIを導入していま
す。AIの取り組みの優先順位付けは動的なプロセス
であり、AIテクノロジーから得られる価値を最大化
するためには、慎重に複数の要素のバランスを取る
必要があります。

企業は、さまざまな種類のAIを優先させており、	
それらの例として、AIドリブンなチャットボット、	
バーチャルアシスタント、予測分析が挙げられます。

現在使用されているデータソースのトップ5

AIドリブンなチャットボット

タスクを容易にして自動化を促進する 
SiriやAlexaなどのバーチャルアシスタント

将来の動向と業績を予測するための 
予測分析

次善策を提示する 
レコメンデーションシステム

データのパターンや不正検出を 
把握するための診断とパターン認識

変化と市場原理への適応

5

4

3

2

1
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04
変化と市場原理への適応

企業におけるAIテクノロジーの導入

導入している 導入していない

87%

70%

13%

30%

CDP未導入企業
CDP導入企業
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社内の障害を乗り越え
AIのメリットを実現

企業がAIの取り組みを導入する際には、データの品質や利用	
可能性の課題、AIスキルに長けた人材の必要性、AIを既存
システムに統合する複雑さなど、さまざまな障害に直面し
ます。プライバシーと倫理に関する懸念事項は、規制遵守
の問題と相まって、しばしば進行を妨げます。AIの導入に
おいては、そうした障害を乗り越え、データガバナンスを
重視し、チームのスキルを向上させ、倫理面の懸念事項に
対処し、イノベーション文化を育む必要があります。

AIをCDPに統合することで、組織に革新的なメリットがも
たらされます。AIは、CDPにおけるデータ分析を強化し、
顧客の行動、好み、トレンドに関する有益なインサイトを
明らかにします。それにより、パーソナライズされた顧客
体験、ターゲティングを行ったマーケティングキャンペー
ン、先を見越した意思決定のための予測分析が可能になり
ます。

04
変化と市場原理への適応

AIの取り組みの導入における
障害のトップ5

厳しいデータプライバシー規制と 
コンプライアンス

AIスキルの欠如：さらに多くのデータ 
サイエンティスト、MLエンジニア、 
AIスペシャリストの必要性

統合の課題：既存のテクノロジースタックと 
ワークフローへのAIシステムの統合

AIの取り組みに対する限られた 
予算とリソース

データサイロ：データが単独の部門や 
システムに保存されている場合

リアルタイムのインサイトと予測分析

コスト削減

顧客のパーソナライゼーションの強化

顧客のセグメンテーションの強化

日常業務の自動化5 5

4 4

3 3

2 2

1 1

CDPとAIを併用する
メリットのトップ5
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CDP導入企業の91%が、AI／ML 
プロジェクトに利用できる適切な 
データを得る上でCDPが極めて重
要であると考えています。

CDPの使用経験が豊富な企業のほぼ半数が、 
AI／MLプロジェクトに利用できる適切な 
データを得る上でCDPが「極めて重要であ
る」と回答しています。

4以上

1〜3

0〜1

27

04

すべての企業でAI／MLプロジェクトにおいて
信頼できるCDPデータが必要
企業が進行中の取り組みや今後の取り組みでAIやMLを	
活用することを考える際、利用するデータソースを
検討する必要があります。これには、AIの取り組み
に使用するデータの品質、関連性、信頼性などが含
まれます。偏りがなく、正確で多様なデータセット
を優先することで、AIモデルの効果を発揮させるこ
とができます。コンプライアンスや顧客からの信頼の
構築のためには、しっかりとしたデータガバナンス、	
プライバシーの懸念事項への対処、セキュリティ対
策の遵守が必要不可欠です。また、拡張性、継続的
なモニタリング、分野を超えた連携も、AI導入の成
功に寄与します。

さらに、CDPの使用経験が豊富な企業（4年以上）
の47%が、CDPはAI／MLプロジェクトに利用でき
るそうしたデータを得るために「極めて重要であ
る」と回答しています。

変化と市場原理への適応

AI／MLプロジェクトに利用できる適切なデータを
得る上でCDPが極めて重要であると思う

91% 
全体平均

47%

25%

18%

85%

96%

94%

1～3年
0～1年

4年以上
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04

企業はすでにAIテクノロジーで価値を実現
企業は、業務の最適化、顧客体験の強化、イノベーショ
ンの推進といった価値をAIテクノロジーに見いだしてい
ます。AIは、反復作業を自動化し、効率を向上させ、コス
トを削減します。予測分析によって先を見越した意思決
定が可能になり、パーソナライズされた顧客のインタラ
クションによってエンゲージメントやロイヤルティが向
上します。また、AIドリブンなインサイトによって戦略的
な計画が強化され、高度なデータ分析によって重要な
動向が明らかになります。企業は、強化された競争力、
効率化されたプロセス、市場の変化に迅速に適応する
能力を通じてメリットを得られます。

CDP導入企業の80%は、すでにAIテクノロジ
ーによって得られるビジネス価値を実感してお
り、CDP未導入企業（51%）よりも高い割合と
なっています。

CDPの使用経験が豊富な企業（4年以上）の47%が、AI
テクノロジーの導入によって「膨大な価値を得ている」
と回答しています。この割合は、CDPを導入したばかり
の企業（25%）のほぼ2倍となっています。

変化と市場原理への適応

28

AIテクノロジーによって得られる価値を
実感している企業

AIテクノロジーによって膨大な価値を得ている
CDP導入企業

1～3年
0～1年

4年以上
CDP未導入企業

80%
全体平均

4以上

1〜3

0〜1

47%

33%

25%

74%

85%

83%

51%
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業界リーダーからのメッセージ

まとめ CDP最新動向レポート2024年版

「プライバシーやセキュリティ、AIアプリケーション、	
リアルタイムの対応のいずれにおいても、企業はCDPに
よって顧客データを管理できるということが本レポート	
で明らかになりました。急激な変化が絶えない世界では、	
次に何が起こっても適応できるようにするために、	
そうした管理が不可欠です。CDPの使用経験が豊富な	
企業の満足度の高さは、知識が豊富な企業が運用した	
場合には特に、CDPが期待に応えてくれることを物語って	
います。IT部門がCDPを管理する上で担う役割が増大して	
いることと、それに応じて主にマーケティングにおける
CDPの運用が減少していることは、CDPが当初のマーケ
ティングにおける利用にとどまらず企業全体にサービス
を提供していることを示しています。これはまた、顧客
のライフサイクル全体で顧客データが果たしている中心
的な役割と、そのデータを必要としているすべての部門
で使用できるようにする上でのCDPの重要性を、企業全
体が認識しているということも示しています。」

Customer Data Platform Institute
創設者兼CEO
David Raab氏

「進化し続けるCDPの習熟曲線が、基本的なデータ統合や
サイロ化の解消にとどまることなく、パーソナライゼー	
ションと予測分析の高度な機能による大きな顧客価値の
実現も可能にしています。現在、多くの企業が、一元化
された顧客プロファイルと効率化されたデータ管理のた
めの基盤を整えており、その成否は、より詳細な顧客イン	
サイト、AIによるパーソナライゼーション、リアルタイム	
の意思決定の活用にかかっています。習熟曲線に沿って、
データの一元化、有効化、オーケストレーションを達成
する企業は、他社の追随を許さない顧客ロイヤルティと
市場における差別化を実現できるでしょう。」

Quadrant Knowledge Solutions
アナリスト
Anish Krishnan氏

「興味深いことに、企業はファーストパーティデータ戦
略への投資を拡大しており、CDP導入企業の大多数が
この分野における支出を増やしています。それによって、	
パーソナライズされた関連性のある顧客体験を提供する取
り組みに直接的に対応しています。このことは、「顧客	
維持」、「顧客獲得」、「プライバシーと規制遵守」、
「規模に応じたパーソナライゼーション」、「ロイヤルティ	
キャンペーン」といった上位のユースケースに目を向けれ
ば一目瞭然です。マーケティング業務に特化したチーム	
の立ち上げが増え続けると、この傾向にさらに拍車が	
かかるでしょう。」

Research In Action GmbH
リサーチディレクター
Peter O’Neill氏
（元Forrester Researchリサーチディレクター）
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調査方法

まとめ

Tealiumは、2023年10月25日から2023年11月22日までの期間に、 
1,200人のプロフェッショナルを対象としてオンライン調査
を実施しました。

本調査では、米国、英国、フランス、スペイン、ドイツ、アラブ
首長国連邦、日本、シンガポール、オーストラリア、ニュージー
ランドにおいて、年間売上1億ドル以上の企業に属するプロフェッ 
ショナルを対象としました。

回答者は、B2B企業およびB2C企業のIT部門、オペレー 
ション部門、マーケティング部門、データ／アナリティ 
クス部門に所属しています。

本調査の信頼水準は95%で、誤差範囲は3%です。

CDP最新動向レポート2024年版



© 2024 Tealium Inc. All rights reserved.

詳しくは tealium.com/ja をご覧ください。

Tealiumは、Web、モバイル、オフライン、IoT等からの顧客データをつなぎ、
企業と顧客とのつながり強化を支援します。Tealiumのすぐに使える統合エコ
システムは、1,300以上のシステムやサービスとの接続機能を標準で備えていま
す。企業やブランドが完全かつリアルタイムで顧客データを活用できる環境作り
に貢献します。Tealiumが提供する機械学習を備えたカスタマーデータプラット
フォーム（CDP）、タグマネジメント、APIハブは、顧客データをより実用的で
価値のあるものにするソリューションで構成されており、プライバシーに準拠し
た安全な運用が可能です。世界で850社以上の大手企業が、Tealiumに信頼を寄
せ自社の顧客データ戦略強化に活用しています。
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